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アジアの健康　2025年冬号
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研修生の人となりを知ってもらうため、交流会の企画ボランティアが作成した紹介カード。

そのうちの一部を抜粋しました！

職員・牧
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ネパールでは女性の立場が弱いと語っていたクシャ
マタさんは、幼い息子を家族に託して、国際研修
に参加していました。そこで参加者からは、「日本
では女性が子どもを預けて海外へ仕事に行くこと
は難しい」という意見が出ました。私自身、就職

活動時に、将来的には海外
赴任をしたいと考える一方
で、結婚・出産などのライ
フプランと嚙み合わない歯
痒さを感じていましたが、
両 方 叶 え ら れ る こ と を ク
シャマタさんから学びました。クシャマタさん

ビンさんによると、ベトナムでは治療のための経済
的な負担の大きさから、結核を「貧困と友達の病気」
と言うそうです。驚いたのは、日本では医師に処方
してもらわないと手に入らない強い薬が、ベトナム
では薬局で簡単に買えてしまうため、結核になって

も病院へ行かずに自分で対応して
しまう人たちがいること。生きる
上で必要不可欠な医療の基準が、
国によって異なって良いものなの
でしょうか。その差を埋めるため
の支援やアプローチについて、考
えるきっかけになりました。ビンさん

会報編集委員・田代
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「知識は100キロの金よりもずっと大切だ」�y�y ヨンテンさん
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「たとえ大きなことが
  できなくても、小さなことを
   大きく積み上げたい」

� ヒマルさん

�0�S�L�V�O���D�I�S�P�F�V�O「ありがとう」コンティアさん

特定の言葉はないのですが、皆さ
んと仲良くなれたらと思います。
� ビンさん

�1�F�P�Q�M�F���G�P�S���U�I�F���Q�F�P�Q�M�F
「社会の一員として、
   互いのために貢献し、
    協力しよう」

� アバヤッドさん
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「行動はその人の価値観や性格を反映する」

� ショマさん
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「人は生き、そして生かされる」

� クシャマタさん

�)�V�N���T�V�C���&�L���I�B�J
「我々は皆、姿や考え方は違うが、本質的には同じである」

� スワプニルさん

�#�J�O�I���B�O
「平和」

ピンキーチュさん
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「部下の手本になる」

何が必要なのか、良いリーダーとは何か、

行動で示していきたいです。

�
ダヤンタさん

9月28日に開催された研修生との交流会。テーマは、「初めて！」「知らなかった！」「わからない」を大発見！　
大学生が中心になって、国際研修が始まる前から企画していた交流会。当日参加した大学生の編集委員が
中心になって取材しました。グループトークの様子や、企画ボランティアの方から聞いた話をお伝えします。
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「参加者には、次の
一歩を踏み出すため
の知識を持ち帰って
欲しい」という思い
を持っていた山田さ
ん。企画ミーティン
グは限られた時間の
中で話をまとめ、参
加者の皆さんに満足してもらえるよう、研
修生を紹介する配布物や、みんなで楽しめ
るようにアイスブレイクなどにも配慮した
そうです。

交流会企画・山田さん

秋田さんは、研修生たちが活動について一
方的に話すだけではなく、グループトー
クが研修生と参加者の対話の場になるこ
とを目指して、話しやすい雰囲気作りに努

めたそうです。交流
会のテーマの通り、
多くの方が、知らな
かったことや分から
なかったことを発見
できたのではないで
しょうか。交流会企画・秋田さん

日本の孤独死に関心のあるヒマ
ルさんは、「ネパールでは家族を
とても大切にしているけれど、
日本は家族の絆を浅く捉えてい
るのでは？」「SNS にのめりこ
んで現実世界の人間関係が薄く
なり、孤独死に繋がっていくの

では？」と参加者に問いかけました。家族がいれば
幸せ？　SNSは悪いもの？　私も考えてみましたが、
そうだ、とも、違う、とも言い切れません。日本に
暮らす人たちの中でも意見が割れると思ったので、
周りの人たちと話してみたくなりました。

ヒマルさん インターン生として AHI に関わっている
柳原さんは、企画を始めた初期から、「参
加者が何かを知ったり始めたりするスター
ト地点にしたい。交流会で、AHI を支え
ている人たちが顔を合わせることも重要な
ことだと思う」という思いを語っていまし

た。学校や世代を越え
て、たくさんの人に集
まってもらうために、
あらかじめ様々な場面
を想定しておくことの
重要性や大変さも感じ
ていたようです。交流会企画・柳原さん

特集　会報編集委員が2024国際研修を掘ってみた！
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会報編集委員・櫻井
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実際にかかった費用の総額は約210万円。最も大き
いものは旅費交通費で、その大半は研修生の渡航費
用です。異なる経験や背景を持った人たちがそれぞ
れ母国を離れ、AHI に集うからこその学び合いを
生み出すために、これは欠かせない費用だと考えて
います。原則、各研修生の所属団体と AHI が半額
ずつ負担しています。
次に多いのは諸謝金で、大部分がコーディネーター
として招いた研修修了生への謝金です。昨年度から
AHIの重点方針の１つとして「学び合うコミュニティ
をつくる」を掲げています。今回研修修了生を研修
運営チームの一員として招いたのも、国際研修を起
点としてこの動きを進めていくための取り組みの一
つです。
その次に多いのが研修生生活費で、主に食料品代で
す。朝食は、研修生たちが予算の中で、最寄りのスー
パーで食材を買い、調理します。昼食及び夕食は、
料理ボランティアの方たちが食材の購入から調理ま
でを担ってくださっています。

また宿泊型の研修であるため、当該期間の光熱費は
他の月と比べ、電気代は2倍弱、ガス代は6倍近く
になります。今回の直接支出（円グラフ）には計上
しておりませんが、食材・生活用品のご寄付のほか、
様々な場面でのボランティアの皆さんのご協力は大
きな存在です。

今年度の国際研修は５週間、７ヶ国から参加者10名、そして初の試みとして昨年度の研修修了生１名
をコーディネーターとして招きました。ここでは関連経費のうち、直接支出したものに絞り、その内
訳をご紹介します。

事務局の活動（2024年7月～11月）

◇人材育成事業
【国際】〈国際研修〉 準備会合[ｵﾝﾗｲﾝ] 6～8月 計9回、8/26
～9/29 国際研修 10名

〈協働事業・フォローアップ〉 インドへ出張（11/10～30 
計21日間、髙田）〈元研修生対象のオンライン勉強会〉 事
業提案書書き方勉強会8/6  2名・10/9  ５名、ファシリテー
ショングラフィック入門講座8/21  ６名

【国内】〈読書会〉 『学ぶことは変わること』読書会［ｵﾝﾗｲﾝ］ 
7/12 参加者 7名・11/11 ８名　〈イベント〉 「停戦を、い
ますぐに。〜パレスチナ駐在員が語る未曾有の人道危機か
ら一年〜」(PARCIC/AHI 共催ガザの現状を語る講演会）
11/6 52名、〈講師〉 中京大学 7月～11月、名東高校 7/9、
愛知県立大学 7/17、名古屋大学大学院 8/19～8/23、中京
大学集中講義 8/5～7、参加型評価センター主催MSC事例
紹介フォーラム［ｵﾝﾗｲﾝ］ 8/24 25名、PARC自由学校講座
11/5、名古屋学院大学 11/12、日本福祉大学11/6 20名、
地元小学校への国際理解講座(東郷町兵庫小学校 11/12、
日進市立南小学校 11/19、日進市立梨の木小学校 11/29)、
健康ワークショップ 11/16 名古屋 NGO センター NGO の
たまご（以下 N たま生）10名・SOMPO 環境財団 CSO ラー
ニング制度生 ( 以下 CSO 生 )6名、名古屋女子大学中学校 
11/30

◇アドボカシー・賛同署名　インドネシア関連 9/26、ガザ
関連10/2、ミャンマー関連10/4

◇サポーターとの協働　〈ボランティア〉 （事務、発行物発送、
国際理解講座、野菜雑貨販売）のべ約110名、〈国際研修に
関わるボランティア〉 お料理のべ46名、日曜日おでかけの
べ32名、交流会のべ35名、〈インターン〉 CSO生6～1月2名、
ドットジェイピー8/2 4名、Nたま生 8～2月 1名、国際研
修短期 2名、静岡文化芸術大学9/9～９/17 2名 〈会報編集
委員会〉 ボランティア7名　編集会議10回、〈地元小学校へ
の国際理解講座〉 ボランティア9名

◇サポーターへの情報発信・広報　〈情報発信〉 会報夏号発行
8/1、メルマガ毎月10日前後に発信、ブログ・FB・インス
タ随時発信 〈国際研修に関わるイベント〉 ウェルカムパー
ティー9/7 48名、交流会9/28 50名 〈AHI 紹介講座〉 初め
て始めて講座（一般対象、愛知国際病院・愛泉館入職者対
象）のべ54名

◇来館　アジア学院校長11/15、フィリピン・ダバオ医科大
学財団11/20 42名

◇理事・評議員会　理事会8/31、理事有志の会11/2・11/23

AHIのお金のはなし　～その２　国際研修にかかる費用～

AHIスタッフ紹介☆第２弾

事務局通信通信

Uno Masakazu
宇野　正和（2023年4月入職 / 法人運営）

―好きな言葉　この風変りなカモメにとって重要なのは、食べることよりも飛ぶことそ
れ自体だったのだ。（「かもめのジョナサン」より）

―私とAHIの関わり　1995年に、ご縁があって会員になりました。2年前に、ご縁があっ
て職員となりました。ご縁というのはほんとうに不思議なものです。

―皆さまへ一言　これまで、なにかしら「公益」にかかわる法人に勤務してきました。
知見やスキルが、公益に役立つのであれば、望外の喜びです。似顔絵は、カトユリさん

（@ktyr0121）に描いていただきました♪

編集後記 by 新人委員
偶然の出会いから編集委員ボランティアに。
2024年は私にとって大切な年になりました。
（平野）

先輩記者に真似て踊ってみたら自分の足元を観
ることに、出会いに感謝。(平田)

編集会議での活発な意見交換はとても刺激があ
りました。次は盛り上げる側になりたいです。
（河添）

主婦の私がzoomで編集会議。なんかカッコ良
と思いきや、マイクオンで子どもと言い合い大
公開。やっぱり私は私でした。（稲垣）

＼ハイライト！／
国際研修以外も注目♡

11/10～30
インドへ出張！
第二回「健康の公正
性」研修の実施状況
を 視 察 ＆ ア ド バ イ
ス。昨年の修了生の
現場も訪問しました。

ファシリテーショングラフィック講座で使った
イラストby清水

オンライン勉強会
元研修生のニーズに
合わせて不定期で、
参加型の勉強会を開
催しています。

旅費
交通費
48％

諸謝金
23％

研修生
生活費
22％ 総費用

約210万円

保険料 3％
その他 4％

Sekiguchi Aki
関口　明希（2022年8月入職 / 広報・コミュニケーション）

―好きな言葉　涙と共に種を蒔く人は　喜びの歌と共に刈り入れる。 （聖書　詩編126編5節）

―AHIのここがすき　自分たちのアイデアをカタチにできるところ。

―皆さまへ一言　ボランティアやサポーターの皆さまの姿勢や想いに触れ、いつも新た
な気づきと刺激を受けています。本当にありがとうございます！

11/6　民際協力パルシッ
ク×AHI共催の講演会「停
戦を、いますぐに。〜パレ
スチナ駐在員が語る未曾
有の人道危機から一年〜」
会場いっぱいのご参加
に、AHI サポーターの
皆様の関心の高さがう
かがえました。

11/16　Nたま生と
CSO 生 と の ワ ー ク
ショップ
健康の要因分析ワー
クショップや、今年
度研修生クシャマタ
さんとオンラインで
の交流を行いました。

11/20　フィリピン・
ダバオ医科大学財団
の訪問
元研修生も３名参加
し、AHI・国際病院・
愛泉館の方々と交流
しました。

（職員  林・山下）
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賛助会員入会＆寄付を通じたご支援お待ちしています。
クリスマス・新年募金も２月末まで実施中！

ご感想お待ちしています！
＆

会報編集委員随時募集中！

ＡＨＩニュースNo.414 2025.2.1

〈材料〉（5人分）
・米…1㎏（�バスマティ米 / ポラオ米 /

チニグラ米など）
・鶏肉（骨付きがベター）…1㎏
・ヨーグルト（無糖）…200～250ｇ
・ビリヤニマサラ…1パック
・スパイス
（�生姜すりおろし100g・ニンニクす

りおろし100g・クミン 小さじ2/3・
コリアンダー 小さじ2/3）

・ギー（バターオイル）…200ｇ
・玉ねぎ…500ｇ
・ガラムマサラ
 （�シナモンスティック・クローブ・カ

ルダモン・ベイリーフを各3/4ピース）
・塩適量

〈作り方〉
1．ひと口大にした鶏肉を塩、ヨーグルト、

ビリヤニマサラそしてスパイス材料の4/
５量で漬け込む。（できれば5時間以上）

2．米をざっと洗い30分ほど水につけておく。
3．ギーで玉ねぎを炒める。ガラムマサラを

加えてさらに黄金色になるまで炒める。
4．残りのスパイスを加えギーがなじむまで

混ぜる。
5．漬け込んだ鶏肉を加えしっかり混ぜる。
6．蓋をして焦げないよう時々かき混ぜなが

ら30分程煮込む。
7．米をたっぷりの水でや

わらかくなるまで茹で、
ザルにあげて茹で汁を
こぼす。

8．6とお米を混ぜ盛りつ
ける。お好みでフライ
ドオニオン、ミントの
葉を散らす。

タンドリーキッチン  日進店
愛知県日進市藤枝町小六田238-3
サンシャインるみ１F
TEL/0561-73-5085

ビリヤニはインド亜大陸のムスリムにその起源を持つご飯料理です。
研修生のショマさんが滞在中に実際に作ってくれました。（稲垣）

AHIの近く「タンドリーキッチン
日進店」でもいただくことができ
ましたよ。

ショマさん直伝

AHI は「誰もが尊重され、健康に暮らせる社会」を目指して、アジアの各地で住民参
加型の地域づくりを進める開発ワーカーたちが経験を分かち合い、学び合う場を作っ
ているNGOです。運営は9割以上が趣旨に賛同する方々からの会費・寄付で成り立っ
ています。以下の2次元バーコード（https://ahi-japan.jp/memberdonation）から
詳しい入会＆寄付の方法をご覧いただけます。AHIへのご支援をどうぞよろしくお願
いします。送金先は以下の通りです。

2025年冬号をお読みいただき、ありがとうご
ざいます。ココが面白かった、正直分かりづら
かった、こんな記事が読みたいなど、皆さんの
率直なご意見・ご感想をお聞かせください。

こちらの2次元バーコード
（https://forms.gle/n8P 
TpR3tmPXyU6zeA）か
らご感想フォームにご記入
ください。

Email、Faxやお手紙でもお待ちしています！

【郵便局から】
口座番号：00870-8-49688
加入者：公益財団法人
　　　　アジア保健研修所

【銀行から】
金融機関：三菱ＵＦＪ銀行　平針支店　
口座番号：普通預金　0750764
名義：賛助会員口　
　　　公益財団法人アジア保健研修所

メルマガ・Facebook・Instagram　でボランティア・イベント情報・団体近況など、AHIのいまを発信しています。ウェブサイ
ト（https://ahi-japan.jp/）からぜひご登録・フォローをおねがいします。

TEL：0561-73-1950　FAX：0561-73-1990　Email：info@ahi-japan.jp　　〒470-0111 愛知県日進市米野木町南山987-30

発行所：公益財団法人 アジア保健研修所(ＡＨＩ)　発行編集責任者：斉藤尚文　編集・執筆：会報編集委員会［井田みのり　稲垣由美子
河添泰祐　岸田美穂　櫻井愛佳　田代紗穂　平田敏　平野直子　関口明希（職員）牧千都世（職員）］　AHI事務局　イラスト：関口明希
表紙コラージュ：稲垣由美子　山下紗織（職員）

ビリヤニ

珍しい材料が多々ありますね。名古屋
大学近くにハラール肉や様々な国の食
材を取り扱うお店があり、そこまで買
い出しに行きましたよ。

ビリヤニには他にも
いろいろな作り方が
あります。

国際研修中、毎日その日ごとに、昼食・夕食を交代でボランティアの方々に作っ
ていただいています。日本テイストのやきそばから現地風のスパイシーなカレー
まで、毎回の献立づくり、可能な方には食材の買い出しも行っていただいて
います。料理を通じて楽しく研修生と会話をしたり、真剣にボランティアに
ついて話をしたり。この機会を通じて新たな出会いがあることも！ご興味の
ある方は、来年の国際研修（8月末～９月末の予定）でお料理ボランティア
をしてみませんか？様子を知りたい方も、ぜひ一度お問合わせください★

★ お料理ボランティア紹介 ★

（職員　木村）


